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メ
タ
ル
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
ア
ン
カ
ー

ス
マ
ー
ト
タ
イ
プ

作
業
環
境
下
の
電
気
通
信
設

備
工
事
や
補
修
工
事
で
の
使

用
が
期
待
で
き
る
。
今
回
発

売
す
る
サ
イ
ズ
は
Ｍ
８
、
Ｍ

１０
、
Ｍ

１０

１２
の
３
サ
イ
ズ
。
材

質
は
ス
チ
ー
ル
（
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
）
製
と
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
２
種
類
。
初
年
度
の
年

間
売
上
は
１
５
０
０
万
円
を

目
指
し
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
工
業
㈱
）
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
性
の

高
い
設
置
が
で
き
る
ほ
か
、

充
填
剤
先
に
注
入
し
た
施
工

も
可
能
と
な
り
、
施
工
後
の

穿
孔
し
た
孔
と
ア
ン
カ
ー
の

隙
間
か
ら
の
劣
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
特
長
か
ら
上
向

き
や
小
回
り
が
必
要
な
狭
い

従
来
品
と
比
べ
て
埋
込
み

長
さ
が
短
く
、
小
型
の
ハ
ン

マ
ー
ド
リ
ル
で
施
工
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ア
ン
カ
ー
自
体

が
孔
壁
を
削
り
な
が
ら
拡
底

を
行
う
た
め
、
上
向
き
で
も

素
早
い
施
工
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
付
属
の
緩
み
止
め

機
能
付
き
ナ
ッ
ト
（
ハ
ー
ド

ロ
ッ
ク
遺
ナ
ッ
ト
＝
ハ
ー
ド

で
の
軽
量
設
備
や
長
い
穿
孔

深
さ
が
確
保
で
き
な
い
箇
所

に
も
金
属
拡
底
式
を
使
用
し

た
い
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
ス
マ
ー
ト
タ
イ

プ
を
開
発
し
た
。

ス
マ
ー
ト
タ
イ
プ
」
を
３
月

１
日
に
発
売
す
る
。

同
社
は
「
メ
タ
ル
ア
ン
ダ

ー
カ
ッ
ト
ア
ン
カ
ー
」
を
２

０
２
０
年
１０
月
よ
り
販
売
し

て
い
る
が
、
ト
ン
ネ
ル
高
所

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
㈱
（
千

葉
県
流
山
市
、
洞
下
英
人
社

長
）
は
、
電
気
通
信
設
備
工

事
や
補
修
工
事
な
ど
に
最
適

な
金
属
拡
底
式
「
メ
タ
ル
ア

ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
ア
ン
カ
ー

し
て
「
共
に
流
山
市
の
発
展

に
寄
与
し
、
こ
の
街
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
今
回
の
ゴ

ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
の

締
結
に
至
っ
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
２２
年
シ
ー
ズ

ン
か
ら
千
葉
県
３
部
リ
ー
グ

に
参
入
し
て
、
１０
年
以
内
に

Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
選
手
の
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
問
題
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
企
業
・
地
域

と
一
体
を
目
指
し
な
が
ら
Ｊ

リ
ー
グ
参
入
と
い
う
大
き
な

目
標
に
挑
ん
で
い
る
。

◇
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Ａ
Ｒ
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シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
お
り
、
同

じ
流
山
市
内
に
拠
点
を
置
く

同
社
は
、
こ
の
考
え
に
共
感

「
地
域
密
着
型
の
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
と
し
て
街
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ミ
ッ

同
ク
ラ
ブ
は
２
０
２
１
年

に
流
山
市
で
初
め
て
設
立
さ

れ
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
。

Ｍ
Ａ

Ｆ
．
Ｃ
．
と
ゴ
ー
ル

ド
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
締
結

し
た
。

同
社
は
、
千
葉
県
流
山
市

の
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｙ
Ａ

洞下社長（左）と同クラブ社長兼総監督の安芸銀治氏

稼働状況を画面で確認する木全社長

も
負
荷
な
く
ね
じ
締
め
作
業

を
行
え
る
。
最
大
ト
ル
ク
は

５
Ｎ
・
ｍ
で
高
い
ト
ル
ク
で

も
衝
撃
を
吸
収
し
て
安
全
で

高
精
度
な
ト
ル
ク
を
実
現
す

る
。同

製
品
と
併
せ
て
専
用
電

源
の
Ｔ
―
８０
Ｂ
Ｌ
も
発
売
す

る
。
直
接
Ａ
Ｃ
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
低
電
圧
出
力
に
変
換
し

て
Ｄ
Ｃ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
供
給

す
る
。
マ
ル
チ
入
力
（
Ａ
Ｃ

１
０
０
Ｖ
―
２
４
０
Ｖ
）
で

安
定
し
た
電
源
供
給
が
可

能
。
安
全
で
静
か
な
回
転
と

な
り
、
ハ
イ
オ
ス
製
ブ
ラ
シ

レ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
用
の
純
正

電
源
と
し
て
使
用
で
き
る
。

理
を
支
援
す
る
。
ハ
ン
ド
ル

タ
イ
プ
と
ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ

を
選
べ
、
女
性
の
作
業
員
で

な
ど
４
㍉
以
上
の
太
い
ね
じ

を
使
う
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
高

ト
ル
ク
帯
で
の
ね
じ
締
め
管

締
め
つ
け
て
締
結
開
始
か
ら

着
座
ま
で
の
モ
ー
タ
ー
の
回

転
パ
ル
ス
数
を
カ
ウ
ン
ト

し
、
適
正
な
締
結
を
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
が
判
定
す
る
機
能

を
持
つ
。
異
種
ね
じ
や
ね
じ

浮
き
と
い
っ
た
エ
ラ
ー
を
高

精
度
に
検
出
。
ね
じ
締
め
本

数
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示

す
る
。

今
回
発
売
す
る
Ｂ
Ｌ
Ｇ
―

７
０
０
０
Ｂ
Ｃ
２
―
Ｇ
Ｔ
は

高
ト
ル
ク
帯
を
カ
バ
ー
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
。
自
動
車
産
業

㈱
ハ
イ
オ
ス
（
東
京
都
墨

田
区
、
戸
津
勝
行
社
長
）
は
、

適
切
な
締
付
け
を
電
動
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
が
覚
え
る
Ｂ
Ｌ

Ｇ
―
Ｂ
Ｃ
２
シ
リ
ー
ズ
「
熟

練
工
」
の
新
製
品
と
し
て
、

高
ト
ル
ク
型
の
Ｂ
Ｌ
Ｇ
―
７

０
０
０
Ｂ
Ｃ
２
―
Ｇ
Ｔ
を
２

月
２１
日
に
発
売
す
る
。

◇

「
熟
練
工
」
は
パ
ル
ス
シ

ス
テ
ム
搭
載
の
ド
ラ
イ
バ

ー
。
作
業
前
に
実
際
に
使
用

す
る
ね
じ
を
ワ
ー
ク
に
数
本

ＢＬＧ−７０００ＢＣ２−ＧＴ

木
全
社
長
は
「
従
来
は
作

業
員
に
よ
る
手
入
力
の
た
め

入
力
忘
れ
や
ミ
ス
が
あ
り
、

機
械
が
停
止
す
る
要
因
と
な

っ
て
い
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、
現
場

で
行
っ
て
い
た
確
認
作
業
を

遠
隔
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

稼
働
状
況
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
場
も
危

機
感
を
持
っ
て
生
産
性
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
手

応
え
を
語
る
。

踏
ま
え
、
フ
ォ
ー
マ
ー
や
ロ

ー
リ
ン
グ
工
程
へ
横
展
開
を

目
指
す
。
省
人
化
も
図
り
、

従
来
の
現
場
作
業
者
を
配
送

部
門
に
配
置
転
換
。
自
社
で

配
送
を
行
う
な
ど
工
程
の
内

製
化
も
進
め
る
。
ピ
ッ
キ
ン

グ
や
部
品
の
入
出
庫
が
可
能

な
自
動
倉
庫
の
導
入
も
検

討
。
デ
ー
タ
管
理
に
つ
い
て

は
、
機
械
だ
け
で
な
く
品
番

も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
化
を
最

終
目
標
に
置
く
。

善
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
。

稼
働
率
だ
け
で
な
く
生
産

数
、
空
打
ち
数
、
生
産
時
間

や
停
止
時
間
も
把
握
で
き
る

の
が
強
み
だ
。
２
０
２
０
年

３
月
か
ら
１
直
、
２
直
制
を

廃
止
し
、
８
時
か
ら
１７
時
の

１
直
で
従
来
生
産
を
維
持
。

勤
務
時
間
の
縮
小
だ
け
で
な

く
、
電
気
代
等
の
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
に
も
つ
な
が
っ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ッ

ダ
ー
工
程
で
の
導
入
実
績
を

化
さ
れ
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
が

明
確
に
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
導
入
３
カ
月
ほ
ど
で
稼
働

率
が
８０
％
を
超
え
、
半
年
で

８５
％
に
。
現
在
は

８５

９０
％
ま
で

達
し
、
生
産
性
が
大
幅
に
向

上
し
た
。
デ
ー
タ
は
社
長
以

下
全
社
員
が
共
有
。
業
務
改

目
的
。
シ
ス
テ
ム
導
入
前
、

就
業
時
間
内
の
ヘ
ッ
ダ
ー
工

程
の
総
稼
働
率
は
約
５
割
程

度
し
か
な
く
、
稼
働
率
の
改

善
が
課
題
だ
っ
た
。

当
初
は
簡
易
キ
ッ
ト
を

２
、
３
台
導
入
し
た
が
う
ま

く
い
か
ず
、
㈱
ゆ
び
す
い
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
堺
市
）

と
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
共
同

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
機
械

か
ら
デ
ー
タ
を
取
る
部
分
は

ヤ
マ
ヒ
ロ
が
行
い
、
ア
マ
ゾ

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
は
ゆ
び
す
い

が
請
け
負
う
形
で
２
０
１
９

年
に
構
築
。
同
年
５
月
か
ら

導
入
を
始
め
た
。

実
際
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
で
稼
働
率
が
数
値

が
増
え
て
い
る
が
、
同
社
が

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
理
由
も
生
産
性
の
向
上
が

近
年
、
「
正
確
な
原
価
計

算
」
や
「
生
産
デ
ー
タ
の
見

え
る
化
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

建
築
用
ね
じ
「
ジ
ャ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
で
知
ら
れ
る
㈱
ヤ
マ
ヒ
ロ
（
大

阪
府
河
内
長
野
市
、
木
全
章
仁
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
製
造
業
向
け
Ｉ
ｏ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
共
同
開
発
し
、
自
社
工
場
に
導
入
し
た
。
製
造
工
程
の
状

況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
り
、
生
産
性
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

銑
鉄
生
産
は
５
９
０
・
７

万
㌧
と
前
月
比
３
・
７
％
増
、

前
年
同
月
比
４
・
７
％
増
と

な
り
、
前
年
同
月
比
で
は
１０

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。粗

鋼
生
産
は
７
９
３
・
４

万
㌧
と
前
月
比
１
・
３
％
減
、

前
年
同
月
比
５
・
４
％
増
と

な
り
、
前
年
同
月
比
で
は
１０

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。
１２
月
の
１
日
当
た
り
粗

鋼
生
産
は
２５
・
６
万
㌧
で
、

１１
月
の
同

１１

２６
・
８
万
㌧
比
４
・

５
％
減
と
な
っ
た
。

炉
別
生
産
で
は
、
転
炉
鋼

が
５
９
３
・
９
万
㌧
と
前
月

比
１
・
８
％
増
、
前
年
同
月

比
３
・
９
％
増
、
電
炉
鋼
が

１
９
９
・
５
万
㌧
と
前
月
比

９
・
７
％
減
、
前
年
同
月
比

１０
・
３
％
増
と
な
り
、
前
年

同
月
比
で
は
転
炉
鋼
は
１０
カ

月
連
続
の
増
加
、
電
炉
鋼
は

１０
カ
月
連
続
の
増
加
。

鋼
種
別
生
産
で
は
、
普
通

鋼
が
６
１
１
・
９
万
㌧
と
前

月
比
１
・
６
％
減
、
前
年
同

月
比
５
・
５
％
増
、
特
殊
鋼

が
１
８
１
・
６
万
㌧
と
前
月

り
の
増
加
と
な
っ
た
。

熱
間
圧
延
鋼
材（
普
通
鋼
、

特
殊
鋼
の
合
計
）
生
産
は
８

４
３
８
・
１
万
㌧
と
前
年
比

１４
・
４
％
増
、
７
年
ぶ
り
の

増
加
と
な
っ
た
。
鋼
種
別
に

み
る
と
、
普
通
鋼
が
６
５
８

３
・
０
万
㌧
（
前
年
比
１１
・

１
％
増
）
、
特
殊
鋼
は
１
８

５
５
・
１
万
㌧
（
同
２７
・
９

％
増
）
と
な
り
、
前
年
比
で

は
普
通
鋼
は
８
年
ぶ
り
の
増

加
、
特
殊
鋼
は
３
年
ぶ
り
の

増
加
と
な
っ
た
。

１２
月
の
鉄
鋼
生
産
概
況
は

次
の
通
り
。

鋼
合
計
に
占
め
る
電
炉
鋼
比

率
は
２５
・
３
％
と
前
年
か
ら

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

鋼
種
別
で
は
普
通
鋼
が
７

３
９
０
・
９
万
㌧
（
前
年
比

１２
・
４
％
増
）
、
特
殊
鋼
が

２
２
４
２
・
５
万
㌧
（
同
２８

・
６
％
増
）
と
な
り
、
前
年

比
で
は
普
通
鋼
は
８
年
ぶ
り

の
増
加
、
特
殊
鋼
は
３
年
ぶ

増
と
な
り
、
７
年
ぶ
り
の
増

加
と
な
っ
た
。

炉
別
生
産
で
は
、
転
炉
鋼

が
７
１
９
４
・
５
万
㌧
（
前

年
比
１６
・
０
％
増
）
、
電
炉

鋼
が
２
４
３
８
・
８
万
㌧（
同

１５
・
４
％
増
）
と
な
り
、
前

年
比
で
は
転
炉
鋼
は
５
年
ぶ

り
の
増
加
、
電
炉
鋼
は
３
年

ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
粗

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
１
月
２１

日
、
２
０
２
１
暦
年
と
２
０

２
１
年
１２
月
の
鉄
鋼
生
産
概

況
を
発
表
し
た
。

銑
鉄
生
産
は
７
０
３
４
・

４
万
㌧
と
前
年
比
１４
・
２
％

増
と
な
り
、
７
年
ぶ
り
の
増

加
と
な
っ
た
。

粗
鋼
生
産
は
９
６
３
３
・

３
万
㌧
と
前
年
比
１５
・
８
％

比
０
・
３
％
減
、
前
年
同
月

比
４
・
９
％
増
と
な
り
、
前

年
同
月
比
で
は
普
通
鋼
は
１０

カ
月
連
続
の
増
加
、
特
殊
鋼

は
１０
カ
月
連
続
の
増
加
と
な

っ
た
。

容
で
き
る
構
造
の
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
取
付
姿
勢
（
壁
掛
け

／
水
平
／
逆
さ
／
立
て
）
で

の
使
用
が
可
能
と
な
り
、
幅

広
い
用
途
で
使
用
で
き
る
。

近
年
、
実
装
機
を
は
じ
め

装
置
市
場
で
は
省
ス
ペ
ー
ス

・
高
タ
ク
ト
化
が
一
段
と
加

速
し
て
お
り
、
小
型
か
つ
高

剛
性
の
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ラ
ー
タ

イ
プ
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド「
Ｈ
Ｒ
Ｇ
」

は
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
機

能
価
値
を
提
供
で
き
る
優
位

性
を
備
え
た
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
と

な
っ
て
い
る
。

転
動
体
に
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用

し
た
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
で
、
ロ
ー

ラ
ー
な
ら
で
は
の
特
性
と
顧

客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た

な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
ロ
ー
ラ

ー
タ
イ
プ
の
中
で
は
最
小
サ

イ
ズ
と
な
る
「
Ｈ
Ｒ
Ｇ
８
、

１０
、
１０

１２
」
は
、
同
サ
イ
ズ
の

Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
と
比
較
し
、
高

剛
性
、
長
寿
命
化
を
実
現
す

る
。
ま
た
、
４
方
向
か
ら
の

作
用
す
る
荷
重
に
対
し
て
許

ガ
イ
ド
の
中
で
は
最
小
サ
イ

ズ
と
な
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ロ
ー

Ｔ
Ｈ
Ｋ
㈱（
東
京
都
港
区
）

は
、
ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
Ｌ
Ｍ

▲
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ロ

ー
ラ
ー
タ
イ
プ
L

M
ガ
イ
ド
「
Ｈ
Ｒ

Ｇ
」

ラ
ー
タ
イ
プ
Ｌ
Ｍ

ガ
イ
ド
「
Ｈ
Ｒ
Ｇ

８
、
１０
、
１０

１２
」の
受

注
を
開
始
す
る
。

「
Ｈ
Ｒ
Ｇ
」は
、

ＩｏＴシステムを導入

生
産
性
向
上
の
課
題
解
決

ヤマヒロ

鉄
鋼
連
盟

21
年
の
鉄
鋼
生
産
概
況

粗
鋼
、7
年
ぶ
り
に
増
加Ｔ

Ｈ
Ｋ

ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
最
小

L
M
ガ
イ
ド「
Ｈ
Ｒ
Ｇ
」

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
新
製
品

ハ
イ
オ
ス
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